
 平成 29年 11月 27日の公開保育（滝子幼稚園・たきこ幼児園）に合わせて、 

保育専門学校保育科 1年生がプレ実習として公開実習を行った。 

参観者が実習生へのご意見・感想等を以下のように述べている。 

 

 ・１クラスの実習生の人数が多く、手持ちぶさたな学生の姿を見かけました。１日の実

習を大切に積極的に実習できるともっと良い。 

 ・幼児園での外遊びの際、１ケ所に実習生の方がかたまっており、近くで声をかけてい

る子どもにも気づきづらくなっていた。 

 ・実習生の人数が多くても、子どもは動揺なく活動できていた。 

 ・子どもと目線を合わせて関わりを持ったり、見守ったりする姿が多く見られた。反面、

後ろで手を組んだり、実習生同士の私語が聞こえたりする姿も見られた。 

 ・出過ぎることなく、落ち着いて実習していた。 

 ・実習生の一部の身だしなみに留意したい。 

 ・積極的に参加していた。 

 ・１年生の実習で、担任の指示で幼児と触れ合うことはとてもよい。保育での関わりと

ともに、「振り返り」「記録」は、どのようにし、実際どう記録されているかを見たか

った。 

 ・実際に現場に出て学べるのはよいと思いました。体操中の動作が小さかったりただ立

っているだけの時間があったりすることがあり残念であった。 

 ・クラスの先生と協力し合い取り組んでいた。 

 ・笑顔が少ないように感じた。 

 ・子ども目線でじっくり遊びの中に入っていた。 

 ・服装がそろっていることで誰が補助なのかよくわかりました。先生（担任）よりも実

習生を頼りにしている子どもが多く、実習生のかかわりそのものが、子どもに響いて

いると思うと、実習生の指導の重要性を改めて感じた。 

 ・実習生の言葉が少ないと感じた。その理由を知りたい。 

 ・実習中の動きがスムーズで、子どもたちと笑顔で会話するのがとても印象的であった。

子どもたちとの関わりが多く経験できることは、良い。 

 ・実習生が、子どもに寄り添っていて良い。 

 ・異年齢クラスでは、実習生が子どもをよく見ており、時々声をかけていた。実習中の

様子がよくわかった。 


